
































































































































































































































































































































































































































































































































































が 5 年の時よりも後退してしまいました。指導技術も未熟な 2 年目の教師
にとって、このような状況の打開策は最も有効性のない言葉での訴え、説
教だけでした。毎日朝の学級の時間を越えて話をし続けることしかできま
せんでした。私が教師として最もしたくないと思っていたことをしてし
まった挫折感は小さなものではありませんでした。Ａ先生にも相談したと
ころ、「私もそのような学級になってしまったことがあります。」と状況を
理解してくださいました。しかし、そのための解決策の伝授はありません
でした。今にして思えば全ての学級は唯一無二の性格を持つという考えか
ら、あえて控えてくださったのでしょう。それからしばらくして、数人の
女子から先生の言おうとしていることが分かりました、と言われその後大
神の國は斯くのごとき者の國なり
－ 20 －
きな問題が起きることはありませんでした。どうして、この子たちがそう
言ってくれたのかは分かりません。私との学級での共同生活や、普段の話
からそう思ってくれたのかもしれません。ひょっとするとＡ先生始め、他
の二人の学年の先生方が経験を生かして私の学級の女子に話をしてくれた
のかもしれません。もちろんどなたも私にそれに関する話はされませんで
した。ただ、「まとまってきてよかったですね。」と学年会で声をかけてく
ださっただけです。教師一人の力はほんのわずかなものです。私が学校経
営をする立場になったときから「学校の先生方で学校の子どもたち全ての
担任となりましょう。」と言い続けているのはあの時の経験からです。『教
師同士の協同があってこそ初めて子どもの協同性が育つ』ことを私はこの
学校で学びました。
（立教小学校校長・JICE 所員）
